
【研究開発期間】 令和7年度から令和9年度まで
【受託者】 日本電気株式会社（代表研究者）、NTT株式会社

研究概要：本課題では、将来の空間多重数の拡大を実現する結合型の空間多重伝送システムの導入に向けて、
GPU (Graphics Processing Unit) などの汎用計算機の活用によるソフトウェア実装を想定した空間多重数
に柔軟かつ高効率な送受信信号並列処理要素技術の研究開発を行う。空間多重数４程度の結合型マルチコアファ
イバを用いた伝送実験において、汎用計算プラットフォームを用いてソフトウェア実装したMIMO（Multiple Input 
Multiple Output）信号処理について、単一コア単一モードファイバでの信号処理と比較して10倍以上のスループッ
ト領域での安定的な動作を実証する。

結合モードを用いた空間多重伝送のための多重数フレキシブルな
ソフトウェアによる並列信号処理技術の研究開発
汎用計算プラットフォームを活用した空間モード数に柔軟な空間多重光伝送のための
並列信号処理技術の研究開発
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データセンタ内にある汎用計算機(CPU/GPU)を活用し
光ファイバの送受信信号処理を実現

■ 研究開発項目1 
汎用計算プラットフォーム
を活用した柔軟な送受
信信号処理技術の研究
開発 (NEC)

■ 研究開発項目2 
空間/周波数多重冗長
を利用した超並列信号
処理技術の研究開発
(NTT)

ソフトウェア更新による
複数コアへの柔軟な対応
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